
ゥ合から始める熱中癌予防
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体内の水分重:50%

身体の老廃物排出のためにたくさんの尿が必要

暑さの感覚櫓錘低下
加齢により、暑さやのどの渇きに対する感覚が鈍い-

暑さに対する体の鵡卸機能が低下
体に熱が溜まりやすい
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環境省熱中症予防情轍サイトからの情軸をチ重ツタ! " ht章PS:〃www.wbgt.enY.g0.Jp/

環境省では、暑さ指敢(WBG了)の情報提供を行ってあります。令和3年塵より全国展開している熟中庭警戒アラートおよび、
書

置き指薮のメール璽脂等をご活用くださし、。
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出典:環境省「高齢者のための熱中症対策」をもとに、富士宮市で作成


